
雲南市立掛合小学校

学校関係者評価 改　善　計　画

教職員 児童 保護者 教職員 児童 保護者

1

◎対話的に高め合う授業づく
りを通し、自分の意見をもち、
集団でそれを高めあう力を育
てる。
〇相手意識をもって聞く、話
す力を育てる。

◎説明レベルを活用・意識した
指導
○ペア・グループなど学習形態
を工夫し、児童のかかわりを生
かした授業
○コミュニケーション力の育成に
関する職員研修

「説明レベル」を活用した
り、
「聞き方名人」「話し方名
人」を意識したりして,対話
的な学習を行っているか。 100% 88% 79% 100% 89% 78%

・保護者に対して研究についての重点などを、
総会や学級懇談会で伝える。

2

◎それぞれの教科に応じて学
ぶ楽しさを味わえる授業づくり
を通し、自己教育力を育成す
る。

◎教科の特性を踏まえ、それを学ぶ
楽しさを伝える授業づくり
○操作活動、体験活動等、児童の
実態に合った活動の導入

主体的に学習に取り組ん
でいるか。

100% 86% 69% 100% 87% 70%

・学校の学習なのか、家庭学習なのかは質問
としてはっきりさせる。学校の学習に主体的に
取り組んでいるかを聞く質問に変更する。

3

〇学習用具の準備・家庭学習
の習慣化を図るとともに、ICT
の活用を進め、学習への主体
性を育てる。

○「元気アップ週間」による、家庭と
の連携強化
○学習用具の用意や学習時の姿勢
など、学習に臨む態度の重視

家庭学習（宿題や自学、タ
ブレット学習等）を忘れず
に行っているか。 92% 82% 64% 100% 92% 66%

・基本的には忘れずにやっていると思う。保護
者の受け止めとしては言わないとやらないこと
からこの結果か。宿題以上のことに取り組め
るよう自学やタブレット学習等の紹介をこれか
らも進める。

4

◎ICTの活用や図書館の活用
を通して、情報活用力を育て
る。

◎教科での図書やICTの活用を
通して、必要な情報を収集・整理
し、学習のまとめや発信などに
取り組む。

教科学習において、必要な
情報を図書・ICTを活用し
て収集し、それを活用して
まとめに生かしているか。 93% 62% 68% 100% 78% 59%

今年度活用した事例をまとめ、次年度以降、
活用の参考にしていけるようにする。

5

◎食の指導やお弁当の日を
通して、食に対して自発的に
行動できる児童を育てる。

○系統的な食の指導
○お弁当の日の実践
○家庭科での栄養指導

食の指導を通して食事の
大切さを意識して、日々の
生活を送っているか。（弁
当作り、給食活動）

92% 97% 79%

計画的な食の指導によって、残食が少なく偏
食せず食べる意識が高まっているため、今後
も継続した指導を行っていく。

6

◎基本的生活習慣確立の取
組を通し、めあてをもち最後ま
でやり抜く児童を育てる。

○掛合町4校園での「元気アップ
週間」を活かした、生活習慣の
確立の取組

規則正しい生活を心がけ、
実践しているか。 100% 87% 66% 100% 83% 61%

今後も４校園で連携し、生活習慣の定着に向
けた取組を行っていく。

7

○生活目標に設定し、年間を通
してのあいさつ運動の取組

「あいさつ名人」でのあいさ
つ、返事をしているか。

87% 90% 73% 83% 88% 76%

あいさつ名人について生活目標に取り入れた
ことで、どんな場面でもあいさつができるよう
になってきているため、更に呼びかけを継続し
ていく。

8

○物を大切にする、掃除をする
等、環境に配慮する意識と態度
の育成

物を大切にする、整理整頓
するなど、環境に配慮しよ
うとしているか。

64% 85% 49% 75% 79% 42%
日頃から身の周りの整理整頓をすることによ
る過ごしやすさを伝えていく。

9

◎メディアとの接し方、家庭での
過ごし方についての指導

メディアの使い方について
考え、めあてを決めて実行
しているか。

40% 79% 47% 50% 72% 54%

元気アップ週間を活用して、メディアの使い方
のめあてを設定し、定期的に見直しを行う。デ
ジタルシティズンシップ教育を通して、メディア
との付き合い方を指導していく。

10

◎ふるさと学習を推進し、地
域への愛着と誇り、自己肯定
感を育てる。

◎地域の教育資源を生かした、
計画的、積極的な学習活動の実
践

ふるさと教育を通して、ふ
るさとに興味をもったり、ふ
るさとがより好きになったり
したか。

100% 97% 77% 100% 94% 52%

今後も地域の人・もの・こととのつながりを大
事にして、ふるさと教育を推進していきたい。

11

◎夢発見プログラムの推進に
より、未来に向かってたくまし
く生き抜く社会人を育成する。

◎キャリアパスポートの活用 自分の良さを知り、将来の
夢や目標を持っているか。 92% 76% 78% 80% 78% 69%

今年度も年度末までにキャリアパスポートを家
庭に持ち帰って家庭で話題にしてもらい、児童
に励ましのコメントをもらう。

12

〇生活の中の課題について子
どもが友だちと共に解決する取
組

友だちの気持ちを考えた行
動ができているか。 100% 88% 86% 83% 89% 87%

年間２回のぽかぽか週間を継続すると共に、
年間を通して指導を重ねていく。

13

〇委員会活動、係活動、掃除
等、自分の役割をきちんと果た
し、集団のために工夫する実践
力の育成

自治的・実践的な活動へ
の意欲と態度が育っている
か。 93% 97% 73% 100% 93% 62%

今後も継続して集団のために自分の役割を果
たそうとする態度を指導する。

評　　価　　計　　画 自　　己　　評　　価

重点目標
前年度アンケート

取組の重点項目
めざす子ども

像
No.

〇設問1の、「相手に伝わるように話し
たり、最後まで話を聞いたりすること」
に関して児童保護者ともに、おおむね
8割の肯定的評価が得られた。
△設問２，３について、保護者の評価
が低い。学校での学習には意欲的に
参加する児童が多いが、家庭学習に
おいては前向きに取り組めていない状
況がうかがえる。
△設問4について、児童、保護者とも
に評価が低い。授業での調べ学習
や、自学の推進をおこなってきたが、
児童が自ら課題を見つけ、進んで本
や新聞、ICTを活用するところまでは
到達していない状況がうかがえる。
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改善案

令和５年度　学校評価表
　　学校教育目標

　　　『ふるさとを愛し　豊かな人間性とたくましい実践力をもつかけやっ子の育成』

R5アンケート
結果と課題の説明評価指標 コメント

・学習面の教職員の評価が高く、児童の
ために工夫していることが分かる。学ぶこ
との楽しさ、面白さが感じられる授業によ
り学習意欲が高められると思うので、引
き続きみんなが学びのある授業であるこ
とを願っている。
・授業の中で育んだ「相手意識を持って
聞く・話す」の成果を学校生活のあらゆる
場面で感じる。朝の読み語りを聞く様子、
学習発表会の様子等
・学習発表会では、発達段階に応じた学
習の成果が出ていた。表現する力、協力
する力。
・目的意識を明確にし、相手意識をもって
行動できる児童の育成を期待する。
・家庭学習において自学の推進は今後も
続けてほしい。保護者への自学への理解
を啓発する必要がある。学びたいことを
自ら学び続ける児童を育成してほしい。
・ICTについては、活用方法等課題がたく
さんある。教員の負担も大きく、小中連携
も含め、教科制の導入も必要ではないか
と感じる。

・食育や生活習慣は家庭との連携が必
要であり、元気アップ週間を通して子ども
が意識して取り組めるようになってきてい
ると感じる。
・元気アップの取組について、その時は
頑張るが、続かないという声を聞く。目標
を絞って、取組んだ方が良いのではない
か。
・学校や近辺でのあいさつは元気にでき
ている。周りの大人からまず声をかけて
いきたい。
・環境に配慮した意識と態度の育成は欠
かせないものであり、物を大切にして長く
使うことやごみの減量化等について学社
連携で取り組んではどうか。
・自分の身の回りの整頓も大切だが、「み
んなで使うものを大切にする。片付け
る。」ということをしっかり身に付けさせて
ほしい。
・環境に配慮する意識と態度が低い。大
切なことであるので大人も一緒に取り組
んでいく必要がある。「エコ教室」というの
を開催されてもよいのではないか。
・ICTの活用により、視野が狭くなる可能
性があると聞いた。健康面と文房具とし
てのICT活用について考えていく必要が
ある。

〇設問５について、お弁当の日の取
組や偏食をしないなど食を通して健康
に気を付ける意識が高まってきてい
る。
△設問６について、今年度も、４校園
元気アップ運動を生かした規則正しい
生活について保護者の評価が低く
なっている。しかし、児童の評価につ
いては７８％、８３％、８７％と肯定的
評価が高くなってきている。今後も「４
校園」についての周知や生活習慣に
ついての呼びかけを継続していく。
〇設問７について、今年度重点的に
取り組んだ、「あいさつ名人」について
高い評価を得ることができた。
△設問８，９について、保護者と教職
員の評価が低くなっている。整理整
頓、メディアとの付き合い方について
指導していく。

〇設問１０について、高い評価であっ
たことから、ふるさと学習を行ってきた
成果が表れてきた。
〇家庭で、将来の夢や願い、将来が
んばりたいことについて話す割合が、
９％向上した。
〇設問１２について、周りの人の気持
ちを考えた行動ができている割合が昨
年に引き続き高くなっている。
〇設問13から、家庭でのお手伝いに
ついて、保護者の評価が11％向上し
た。

・地域を活かした、また、利用した学習が
たくさん実施されている。今後も継続して
ほしい。
・掛合の子は、みんな明るく優しい子たち
です。しっかりほめ、認め、みんなで支え
ていきたいと思う。

◎集団のために活動したりす
ることを通し、集団の一員とし
ての自覚を高め、よりよい生
活をめざして工夫する力や実
践力を育成する。



14

◎人権同和教育を全教育活
動の基底に据える。
◎個に応じた特別支援教育を
推進する。
◎理解教育の充実を図る。

○学習支援員や、関係機関等と
連携した、個別支援の取組
○互いに認め合うための理解学
習の実践

個に応じた指導により、一
人一人を大切にした教育
環境が作られているか。

100% 75% 83% 100% 88% 89%

保護者への設問「お子さんは、学校を楽しみ
にしていると思いますか。」は、「学校は一人
一人を大切にした教育を行っていると思いま
すか」などに変更すると良いのでは。児童への
設問も、「誰かに相談できますか」から、「先生
や友だちは助けてくれますか」に変更する。来
年度も引き続き理解教育を行い、一人一人を
大切にする指導を行っていく。

15

◎学習環境の整備を図る。 ◎学習意欲を高める環境づくり
○心を潤す掲示や花壇・学校園等
の環境美化
○心あたたまる掲示物づくり

学習意欲を高め、落ち着い
て学習できる環境が整えら
れているか。

100% 95% 86% 100% 87% 90%

今後も学習意欲を高め、落ち着いて学習でき
る環境を整えられるよう、全職員で取り組んで
いく。

16

◎地域の教育力を活かした学
校教育活動を推進する。

○地域CNとの連携
○多様な価値観に触れる場と機
会の創出のためのゲストティー
チャー・活動ボランティアの開拓
と関係者との連携
○学校施設の積極的開放

地域の教育力が学習に効
果的に活かされているか。

100% 92% 88% 100% 95% 89%

17

情報発信が十分になされ、
保護者や地域の声が還元
される機会を設けている
か。

100% 89% 100% 94%

18
適切な教材選定を行い、
保護者負担軽減に努めて
いるか。

88% 78%

19

◎安全・安心な環境づくりに
努める。

○危険予知・回避能力の向上を
図る安全教育の推進
○安全点検・修繕の実施

安全・安心・快適な教育環
境を児童とともに作り、維
持しようとしているか。 100% 98% 91% 100% 95% 94%

20

働き方改革を進め、勤務
時間・健康管理を意識し、
必要な業務に時間をかけ
られるようにしているか。

93% 100%

21

教職員の資質向上を図る
ための研修が、計画的に
実施されているか。

100% 100%

※アンケートにおけるパーセンテージは、肯定的な回答(「そう思う」「だいたいそう思う」)の割合を示す。

・子どもたちのために、一生懸命向き合っ
ておられると感じ、意識の高さが伝わって
くる。
・働き方改革はとても大切なことだと思
う。気持ちよく仕事ができる環境であるよ
う努めていただきたい。

・人権同和教育を全教育活動の根底に
据え、また、理解学習の実践もされてい
ることが子どもの様子や学校生活の様子
から感じることができる。しかし、見えない
ところで悩み苦しんでいる児童がいること
も現実である。誰もが居心地の良さを感
じられるよう、また、教員が児童と向き合
う時間を確保するためにも、学校支援ボ
ランティア等の発掘をしてもよいと思う。
地域に眠っている教育力が目覚めるかも
しれない。学校運営協議会の場で、地域
で学校を支援する風土醸成について協
議されることを期待する。
・地域CNを中心に地域との連携が取れ
ている。
・保護者の方も地域の方も子どもたちも
相談しやすい雰囲気や気軽に入れるよう
な学校であってほしい。また、保小、小中
のつなぎがスムーズに行えるよう各校の
学びの共通理解等職員同士の交流も深
まるといい。
・感染症の情報については、少数意見で
はあるが、不安に思われる方がおられる
ので、ある程度の発信は必要だと思う。

〇設問15～１９について、昨年に引き
続き、高い評価を得ている。
〇設問18より、適切な教材選定、保護
者負担軽減について保護者の評価
が、１０％向上した。
△設問１４について、児童の「学校で
の勉強や生活でわからないことや困っ
たことがあったら誰かに相談できます
か」に対しての肯定的評価が低い。人
間関係づくりや話を聞く姿勢について
さらに取り組んでいく必要性を感じる。
△設問１７について、感染症の情報に
ついてこまめに発信してほしいという
意見が2件あった。個人情報の保護の
観点から、どの程度で発信するのか
今後検討していく。

・地域の教育資源を活用した各学年の取組を
見える化（特色ある教育実践のカリキュラム）
したものを年度始めと年度末に見直しや振り
返りをしながら次年度に活かしていく。

・情報発信については、今後も個人情報の扱
いに十分配慮しながら必要な情報を発信して
いく。

・令和6年度は、波多・入間方面の教職員研修
を計画実施する。
・生活時程の見直しや、勤務時間の整理をし、
メリハリのある勤務体制の構築をしていく。
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◎教職員の働き方改革を推
進し、働きやすい環境づくりを
進める。
◎教職員の資質向上を図り、
より質の高い教育活動を提供
する。
◎一体感を醸成し、居心地の
良い職場環境を創造する。

協
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す
る
教
職
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集
団

〇開かれた学校、開かれた教
育課程づくりを推進する。
〇地域の願いを踏まえた学校
経営を行う。

〇設問２０，２１について、働き方改
革、研修等高い評価を得ている。今年
度は、夏季休業を利用して、教職員
で、掛合町巡り（多根、松笠方面）を実
施した。

○勤務時間や健康管理（ワー
ク・ライフ・バランス）
○計画的・効率的な職員会議運
営や職員研修
○職員の行動(取組)目標の重点
化と視覚化
○「子どもを語る会」の持ち方の
工夫(時間)
○PTAと連携した研修会の実施

○学校関係者評価の実施
○情報の発信と受信(「ましみ
ず」,学級だより,HP,学級懇談,家
庭訪問,地区懇談会,個人面談
等)
〇適切な教材選定・保護者負担
軽減


